
破
砕
瓦
を
混
合
す
る
こ
と
で
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
化
学
的

作
用
に
頼
ら
ず
と
も
地
盤
強
度
の
改
善
が
可
能
で
あ
り
、

さ
ら
に
固
化
し
て
も
い
な
い
た
め
再
掘
削
も
容
易
で
あ
る
。

⑵
排
水
性
埋
戻
し
材

破
砕
瓦
は
摩
擦
性
に
加
え
排
水
性
も
高
い
こ
と
か
ら
、

暗
渠
管
の
埋
戻
し
材
な
ど
の
排
水
性
材
料
と
し
て
も
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
4
は
能
登
地
域
に
お
け
る
農
地

の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
暗
渠
管
の
埋
戻
し
材
と

し
て
使
用
し
た
破
砕
瓦
の
例
で
あ
る
。
同
地
域
で
は
毎
年

一
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
の
破
砕
瓦
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

図
5
は
雨
水
が
溜
ま
り
や
す
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
は
け

改
修
の
例
で
あ
り
、
現
地
土
の
平
均
粒
径
は
約
〇
・
一
㎜
、

細
粒
分
含
有
率
は
三
一
・
五
％
、
透
水
係
数
は
〇
・
〇
八

㎛
／s
で
あ
る
た
め
、
透
水
性
は
か
な
り
悪
い
と
言
え
る
。

改
修
工
事
で
は
、
現
地
土
を
四
〇
㎝
程
度
掘
り
起
こ
し
、

C
R
T

〇
―
二
〇
を
三
〇
㎝
敷
設
し
（
暗
渠
管
有
り
）、

そ
の
上
に
表
土
と
し
て
現
地
土
を
再
利
用
し
一
〇
㎝
被
覆

を
行
っ
た
。
雨
水
が
溜
ま
り
や
す
か
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

破
砕
瓦
を
用
い
た
改
修
に
よ
り
、
降
雨
の
翌
日
に
は
使
用

で
き
る
ほ
ど
水
は
け
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、

現
地
の
再
現
試
験
と
し
て
、
図
6
に
示
す
よ
う
に
内
径
が

一
〇
㎝
の
透
明
ア
ク
リ
ル
パ
イ
プ
を
用
い
て
、
破
砕
瓦
を

三
〇
㎝
敷
き
詰
め
た
上
に
現
地
土
を
一
〇
㎝
被
覆
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
上
に
水
を
約
一
一
㎝
溜
め
て
、
破
砕
瓦
の

下
端
部
か
ら
排
水
さ
せ
た
結
果
（
暗
渠
管
が
あ
る
こ
と
を

想
定
）、
現
地
土
の
み
で
は
表
層
面
か
ら
水
が
な
く
な
る

ま
で
に
、
五
〇
時
間
ほ
ど
を
要
し
た
の
に
対
し
、
破
砕
瓦

を
三
〇
㎝
敷
設
し
た
場
合
は
一
〇
時
間
ほ
ど
で
排
水
が
完

了
し
た
。

4
お
わ
り
に

本
稿
で
は
破
砕
瓦
の
性
質
を
示
す
と
共
に
、
活
用
例
の

一
部
を
紹
介
し
た
。
他
に
も
構
造
物
の
埋
戻
し
材
と
し
て

破
砕
瓦
を
用
い
た
場
合
に
は
水
平
土
圧
の
低
減
効
果
や
、

高
い
支
持
力
が
期
待
で
き
る
な
ど
、
破
砕
瓦
特
有
の
性
質

は
ま
だ
ま
だ
紹
介
し
き
れ
な
い
の
で
、
参
考
文
献
も
参
照

頂
き
た
い
。
最
後
に
、
本
技
術
が
能
登
半
島
地
震
な
ど
の

災
害
復
興
の
一
助
と
な
り
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
の
よ
う
な

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

謝
辞本

技
術
を
開
発
す
る
に
あ
た
り
、
名
古
屋
工
業
大
学
の

佐
藤
智
範
技
術
職
員
ら
や
中
部
大
学
の
余
川
弘
至
准
教
授
、

愛
知
県
陶
器
瓦
工
業
組
合
に
は
多
大
な
る
協
力
を
頂
い
た
。

末
筆
な
が
ら
深
謝
の
意
を
表
す
る
。
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図 6　グラウンドの透水性試験

図 5　グラウンド の水はけ改修 図 4　暗渠管の埋戻し材

現 場
代 理 人
レポート

　最上川下流左岸地区は、山形県の庄内平
野に位置する鶴岡市、酒田市及び東田川郡
庄内町にまたがる水田地帯で、水稲を中心
に水田の畑利用による大豆、そば、野菜等を
組み合わせた農業経営が展開されています。
　本地区では近年の降雨量増加や土地利用
の変化に伴い、現行の排水施設の能力を上回
る排水が流入し湛水被害が頻発しています。
　最上川下流左岸農業水利事業は、地区の
排水系統の再編とともに、排水機場、排水路
の改修等を行い、排水機能の強化による湛
水被害の軽減を図り、農業生産性の維持向
上及び農業経営の安定に資することを目的
としています。
　本工事は、国営最上川下流左岸土地改良事業計画に基づき西野排水機場の改修を行うものであ
り、排水能力を4.45㎥ /sから8.8㎥ /sへ倍増することにより、湛水被害と維持管理労力の軽減を図る
ものです。
　施工場所は年間を通じて風が強い地域であり、沖積層の軟弱な地盤構成のため厳しい現場条件と
なっています。また、工程上、機場本体工のコンクリート打設が厳冬期の施工となったため、品質管
理に大変苦労しましたが、無事に躯体を打設することが出来ました。
　竣工まで 1年を切り、工事の最盛期と営農時期が重複することから、営農の支障とならないように
配慮し、最上川下流左岸農業水利事業所等と連携を図りながら、現場関係者と力を合わせて無事故・
無災害での完成を目指してまいります。

最上川下流左岸農業水利事業
西野排水機場建設工事

現場代理人

（写真右） 株式会社奥村組　農政庄内工事所

　現場代理人　宮崎　悠二
監督職員

（写真左） 東北農政局　最上川下流左岸農業水利事業所

工事第二課長 山田　伸之

監督職員からのエール

　本工事は、一級水系最上川下流域の一次支川京田川への排水を担う施設の土木建築工事です。
　現場は東北の日本海側ということもあり冬季は特に強風が吹き荒れる地域ですので、暴風
雪対策と併せた施工が重要となります。
　本工事においては特に品質確保と安全対策に注力して施工を進めてもらっており、関係機
関とその都度確認し地盤改良や杭基礎、躯体の施工を行う上で、最善な方法を計画してくれ
ています。
　一方では、昨年度から工事安全管理対策協議会の会長兼幹事を務めていただいており、当
事業所の各実施工事を率いて全体を取りまとめていただきました。
　今後、ポンプ設備、除塵設備の受注者及び事業所を含めた 4者で工程管理を行い、手戻り
なく作業を進めていけるよう一丸となって対応していきます。地元に喜ばれる施設を完成さ
せるため、引き続き無事故、無災害で工事の完成
を迎えられるようよろしくお願いします。

84 土地改良　330号　2025.7●


